










研究目的 

静岡県西部地区を対象として先天性副腎皮質過形成(CAH)の大部分を占める 21-水酸化酵

素欠損症(21-OHD)の新生児マス・スクリーニングを試験的に施行し，将来広域で施行する

際の問題点について検討することを目的とした。なお疾患マーカーには乾燥濾紙血液中の

17a-hydroxyprogesterone(Disc-17-OHP)値を用いたが,その測定に際しての問題点につい

ても検討した。 


